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15. くん蒸剤の作用特性に関する研究 (第3報)7ズキゾウムシの リン化水 素による発育
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訂正受理

アズキ粒衣両に付宕しているアズキゾウムシの卵及び幼虫期あるいは痢期の虫を内蔵しているア

ズキ粒をT)ン化水系でくん恭し, その枚羽化脱山してくる成虫数を調べ, くん燕作用の強弱の相接

とした. くん非剤の氾皮. くん苅婚礼 くん苅時の虫の発育令M.虫の所在位置.虫の体歪などが
羽化に及はす形甥などを検討した.

同一令糊にくん試した場合, くん苅時間を一定にしたとき, 沢庇のTSいほど羽化率が低下し.く

ん恭氾庇を一斑にしたときには. くん讃時間の長いほど羽化率が低下した.沢庇とくん諏時間の税

が一定になるような机合せを選んでくん試した場合には,氾庇を市くするか,あるいは, くん讃時
間を知かくしたときの方が,低浪皮で長時間くん燕よりも羽化串が耶かっT:.また.同一渦度区内

または同一くん3'時間区内では,卵期<幼虫糊<蛸糊の唄に市い羽化If･:となった.

蛸をアズキ粒内から取り山してくん茶した場合には. アズキ粒Vjに所在する鮒をくん試しT:均合

よりも,羽化率が任かった.

r

貯放1!山成虫に対すろ.)ン化水系のくん恭恐山効架

には虫の呼吸がLM述するが,このことについては庇に

和ILIiLT:Ⅰ･2). それに対し.虫の呼吸fnが少ないと考
えられる発fl<途上の虫の場合にはどのような結卿こな

るであろうか｡そのことを知ろために,アズキ粒表面

に付宕している卵および幼虫期,鮒問の血を円磯して

いるアズキ粒を.)ン化水系でくん燕する試験を行なっ

た.この試験では,処理後.アズキ粒から羽化脱出し

てくろ成虫数がくん蒸作用の強弱の持田となる.試験

は耶皮およびくん讃時間を変えて行なわれ,また,供

試虫は班々の発市令期のものが選ばれた.それらのお

のおのの場合の羽化におよばす好学が調べられ.考究

が加えられた.

材料および方法

アズキにアズキゾウムシがqi卵すろと.約3-4迎

rL7qで次ut4℃の羽化成dlの発/JZをみろ (耶1衣),また.

正JIl'f飼符即ち300gのアズ利こ150-200対の雌椛成虫

を放飼し,24n!]rLTrJWigPさせ.28oC,It.H.70,%で飼汚
した場合には,卵Jg】3-4rlr札 幼!lllg]15-16口r札

鮒明6-7【]悶であるのが円通とされていが). この

ような実験引火に兆づくと,荘卵後所定口数を経過し
T=ものでは.経過口数に対応し,アズキ表面に付Zfし

た卵糊あるいは幼虫3g],航糊の虫を内蔵した実験材料

が得られることになる (節2表).

本試験では,上記の尊事実に韮づき,卵が付着または

虫を内蔵したアズキ粒 (品珂 :大納言.水分含_'Tit:12

形)30校 (約5g)をくん讃171ガラス容掛 こ記し入れて

おき.そこへ,既約l)とR7!様に.ガスピペット別恥ヽ
ち-h法で..)ン化水諸;を5-1.000ppmの柁関内の所

在況収になるよ■ぅir=入し.28●Cで所脚 .-jm (1-24時

間)くん非を那純した.所rji:nJjm経過後.くん燕を打

Table1. EmergcnecolaZukibeanwccvilsfromazukibcanswithnormal

rearingat28°C,70%R.H.
Numberofdays
altcroviposition
Percentorweevils
cmcrgcdtototalones*

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

0.7 5.9 18.3 24.2 19.9 14.2 7.5 4.9 2.4 1.4 0.4

Numberofweevilsemergedwas3,100.
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Table2. Weightandstageofnormalazukibeenweevilsonthe

prescribeddayafteroviposition.

Numberofdays Weight,mg Developmental

afterovlpOSition Range Mean S.D. Stage

2 0.OトO.02 0.013 土0.003 egg

12 1.2-1.9 1.6 土0.18 larva

22 6.5-7.5 6.9 ±0.29 pupa

ち切り,汽料を空気中へ解放し,以後は,正常の飼育

方法と同じ条件で飼育を掛 す,アズキ粒から羽化脱出

してくろ成虫を24時間毎に調査した.調査は羽化成虫

が認められなくなるまで掛 ナた.それらの結果から,

総羽化虫数を正常区のものと比較し,試験区の羽化率

を群出した.

上記試験法においては.正常飼育条件下での虫の発

育状況およびその後の羽化脱出数などが盃要な基礎と

なる.当研究室の飼育条件下では,正鞘区の羽化虫数

は41回の反復結果によれば.30粒当t)58-90頭のバラ

ツキ (文-76,S.D.- 土10.6)が見られる.節1表は
このような正TT'f飼符条件において羽化した約3,100頭

の個体を産卵後の日数別羽化分布の百分比として表わ

したものである.発育の速い個体では,産卵後22日日

に羽化が始まり.遅いものでは,10日おくれて産卵後

32EIElに羽化した.羽化の放盛期は産卵後24-27日目

の4日間であり,この間に,総羽化虫数の76.6%の個

体が羽化脱出する状況が示されている.第2表には.

産卵後の口数別の令朋と体盃が示してある.

その他に本研究L.では考群を進めるに当って.アズキ

粒から取山し跡こした蛸を用いてくん恭試験を行なっ

たが,その方法は上述の方法に準じた.

括 果

産卵後2日目の卵が付着しているアズキ粒を4時間

I)ン化水系でくん蒸した場合のくん蒸温度(10-1,000

ppm)とその試料から脱出した成虫の羽化率との関係

を那1図に示した.羽化率は上記正常区との比から求

めT=ものである.図には,同様に,産卵後12日目の幼

也.22日日の蛸を内蔵したアズキ粒をそれぞれ4時間

くん訴した場合の純米も示してある.

次に,試料は上記と同じ条件のアズキ粒とし..)ン

化水素の温度を60ppm に一定にして,時間を1-16

時間の範囲で変えてくん蒸した場合のくん菰時間と羽

化率との関係を第2図に示した.

考 察

くん雑時間を4時間に一定にしたときには(第1図),

-X抑 fIの発育令期別にみた場合,どの温度区において
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Fig.1. Emergenceofazukibeanweevilsfrom
azukibeans fumigatcd with various

concentrationsofhydrogenphosphidc
for4hrsattheirdevelopmcntalstages
respectively,国:eggstage,卜:larval

stage,□:pupalstage.

ち,同一浪度区内では.卵期<幼虫期<矧附の帆に砧

い羽化率となっている.第1図において,まず如糊の

ものをみると.温度と羽化率がほぼ宙線の捌係にある.

従って.図から50%羽化率を与える班庇は容易に推起

され,120ppmが得られる.同様に.幼虫糊について

は45ppmと推定できる. くん訴試験の船架の整理に

は,しばしば,汎変とくん菰時間の机の伯が効果判定

の一つの基準として用いられる.それで,虫の50%羽

化に変する汲庇とくん菰時間のも')(以下EM6.にATiす

るCT伯と記す)を計詐すると.節4表第3項に示

したごとく.痢期では480ppm･hr,幼虫期では180

ppm･hrが得られる.

渋皮を60ppmに一定にした場合 (第2図)同一く

ん蒸時間内で比較すると,前実験の場合と同校に.痢

期にくん諮したとき最も羽化率が高く.次いで幼虫胤

卵朋の噸となっている.第2図から上記と同様にして

50%羽化率を与えるくん蒸時間が推定され 蜘朋で
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Fig.2. EmergenceofazukibearLWeevilsfrom
azukibeanfumigatedwith60ppmof
hydrogenphosphideforvariousexposure
periodsattlleirdevelopmentalstages
respectively,闘:eggstage,■:larval
stage,□:pupalstage.

5.5hr,幼虫期で3.Ohr,卵mで0.5hrがそれぞれ狩

られる.これらの伯をもとに,EMBOに要するCT仙ま

郡4袋那5項に示したごとく.鮒軌 幼虫期,卵糊に

対して,それぞれ330,180,30ppm･hrと推定される.

このようにや州別にみると,矧g]くん蒸のときのEMB｡

に変するCT肌が放大であり.次いで幼虫Ig]くん茶,

卵期くん苅となっている.これらの郁夫から.矧町が

位も感受性の低い令糊であることが判る.なぜ, この

ように節用の虫が最も])ン化水系に対する感受性が低

いのであろうか.この問題に関して考県する.

矧ま硬いアズキ粒の内部に所在するため,迅鞘のく

ん茶処世の場合には,坑の体裁が直接薬剤に曝される

ことはない.しかし.もし体表が兆剤に曝されるとど

のような約架になるだろうか.そこで,両者を比較す

るために.次のような試験を行なった.産卵後22日日

の試料が内蔵されているアズキ粒中より病体を取り出

し.くん茄処理した.掛こした蛸を30ppmで4時間

くん苅処現した後の羽化を調べた結果は第5表の通り
である.寺卿こしたコントロール区が70%羽化したのに

対し,くん諏処珊区では35%の羽化率であり,コント

ロール区の50%となる.この他ま,アズキ粒円に所在

すろWJを30ppmで4時閃くん苅したときの羽化率81

,00'(耶1図)にくらペてかなり低い.また.EM50に

班するCT肌を比恨すると.掛こしてくん邦した方

は,30ppmx4hr-120ppm･hrであり.アズキ粒内

に所在している蛸をくん苅した方は.郡4袈郡3晩
節5項にみるごとく,480-330ppm･hrであろことか

ら.前者の倍が後者の他のyf～ySになる.この和迩は
何によるのであろうか.主な要因として,アズキ柁内

への燕剤の透過性が考えられる.即ち.蛸が裸の状闇

では.tEi接薬剤が析体に触れ.体内へ取り入れられる

が.アズキ粒円に所在する均介,兆刑は硬いアズキの

殻を通り抜けないと析休に到通することができない.
これらの丑がCT〝【の才;.tなってあらわれてきたもの

と考える.

次に.雑の机をくん期した切公と卵糊にくん黙した

場合の羽化串を比較してみると.上FLlのごとく.裸の

餌のEM8.に9:tすろCT仙ま120ppm･hrであるのに

対し.卵州くん非の方は那4出に-'Tiすごとく30ppm･

hrであろ.相の坑および卵は.関都ともくん苅する

と非剤に耶抜触れる状問にあるにもかかわらず,絹布

ntqに.EMo｡に非するCT肌が4:1という丑をきた

していろ.この原田は何であろうか.まず,郡2誠に

示すように.平均休_FRは,鮒が6.9mgであるのに対
し,卵は0.013mgである.つまり530:1の差があ

る.この差が薬剤に対する感応性に発を生じさせるも

のと考える.節2に,生理作用の差が考えられる.即

ち,一般に蛎よりも卵の方が生理的活動が旺盛である

とされているので,桶よりも卵の方が薬剤を体内に取

り入れる速さと藷において優っているために差を生じ

ると考える.

Table3. EmergenceofazukibeerLWeevilsfromthebeansfumigatedwith
hydrogenphosphideontheprescribeddayaltcroviposition.

Concentrationof
hydrogenphosphide,
ppm

Exposure
period,
hr

Pcrcentofcmergenec

2● 7 12 17

00

60

30

10

5

日
日 2

0

0

t
2

4

12

別

16 72 83 94

2 39 72 79

0 19 60 76

0 1 6 28
0 0 0 9

+Numberofdaysafteroviposition.
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Table4. CTvalue*for50% emergenceofazukibeanweevilsestimatedfrom
Fig.1,andFig.2.

Developmental Exposurefor4hours Exposurewith60ppm

stage C,ppm CT,ppm･hr T,hr CT,ppm･hr

45 180

120 480

5

0

5

0

3

5

*Theproductofconcentrationofhydrogenphosphide,C,andtheexposurep叫od,T.

Table5. Emergenceofazukibeanweevilsfromexposedpupaefumigatedwith

30ppmhydrogenphosphidefor4hourswithoutazukibeans.

No.Oipupae No.ofemerged PercentoI Corrected
fumigated adults emergence emergence,形

Contro1 20

30ppmfor4hrs 20

14 70 100

7 35 50

肌TRxくん議時間-一定 (120ppm･hr)になるよう

な組合せを退んで (邦3表)羽化率を比較すると.節

1図にみるように,30ppmで4時間くん蒸した場合,

卵JW,幼虫M,舶朋各くん雑区の羽化率は,それぞれ

0,60,81%となっている. また,節2図のように,

60ppmで2時間の処理では,卵胤 幼虫胤 矧抑こ

つき,2,72,84,%となっている.つまり,120ppm･hr

の処理では.卵糊区ではほとんど羽化をみないが.幼

虫Jg]区では60-70,%,析Iyl区では80%程度の羽化率と
なる. これらの結果から,渋皮 とくん蒸時間の机が

120ppm･hrになるように泊庇を考慮し, くん諏時間

を打ち切るという方法で,産卵後2日目の卵を付着し

ているアズキ粒を供試して,くん蒸したときに和られ

た羽化率をまとめたものが,節3表第3項の数値であ

る.同様にして,産卵後7日目.12日目,17日日およ

び22日Elの虫を内蔵したアズキ粒を供試してくん試し

たときに才IJられた数伯は節4項以降の通りである.荏

卵後の口数を変えたいずれの試料区についても,浪皮

を拓くしてくん蒸時間を知かくしたときよりも.限度

を低くしてくん恭時間を良くしたときの万が低い羽化

率となることが示されている.雄卵後の口数が増すに
つれてこのような似向は9･3まるが,時間にLuする凹子

の歪みが大きいようである.

最後に,蛸をくん蒸した場合の羽化と,成虫をくん

恭した場合のノックダウンについて検討してみる.上

記のごとく,アズキ粒内に所在する桶がくん蒸処理さ

れたときのEM8｡に要するCT値は330-480ppm･hr

(節4表)であり,蛸が裸にされてくん試されたとき

の仙ま120ppm･hr(第5表)であるのに対し,すで

88

に報告したように1),成虫がくん詰された場合,50%

ノックダウンに要すろ氾皮とノックダウン時間の桃は,

30oCのとき,約60ppm･hrである.これらのことか
ら,蛸くん議による羽化と成虫くん蒸によるJ:ツクダ

ウンの相過はあるにせよ.矧まアズキ校内に所在する

ときは勿論のこと,裸の場合でも,成虫にくらペてt)

ン化水系に対し感応性が低いといえる.この原凹とし

て考えられることは,一般に,成虫は呼吸爪が多く.

矧ま少ないとされていろことから.成虫と焔との呼吸

を小心とした生理作用の差であろう.
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Summary

Emergenceoftheazukibeanweevil,Calloso.
bruchuschz'nensisL.,from azukibeansinwhich

theweevilswere developing,fumigated with

variousconcentrationsofhydrogenphosphidefor

theprescribedexposureperiodategg,larvaland

pupalstageofones,wereobservedrespectively.

Theresultsvarieddependingonconcentration

ofthefumigant,Onexposureperiodtooneand

ondevelopmentalstageoltheweevilsbeing

fumigated.
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Thehigherconcentration,tllelongerexposure periodwasaconstant.thehigherconecntralion

periodandtheearlierstagebeingfumigatedwere, wasortheshortercxposurcpcrio(1was,themore

thelessemergencewasalways. emcrgencewceyilswasatalltimes.

Whentheproductofconcentrationandexposure

ToxicityofSomeOrgAnOPhogphtesandC8rbm8teSAgainstEpLtachnavEqEnLLocLopuncEaEa

F. 0.P.K̂ TIY▲7tandS.P.MuKHAfuZ(DcpartmcntofEntomologyandAgriculturalZoology,
Faculty orAgriculture,BanarasHinduUniversity,VARANASト221005,INDIA)Received

FcbnJary8,1975,RevisedMarch28,1975.Botyu.Kagaku,40,891975.

16. ニジュウヤホシテントウに対する数種有機 リン剤およびカーバメート剤の殺虫力
0.P.KATIYARandS.P.MUKtTAfUl(BanarasHindu大学負学部昆虫学および農業動物学教室)50.2.

8受理,50.3.28訂正受理

シャーレ内の殺虫剤被膜にニジュウヤホシテントウの終令幼虫および成虫を接触させ, 殺虫力の

比較を行なった.幼虫のLC80姐では Carbayl,fenitrothion,monocrotophosおよび phosphami･

donは dimethoateよりそれぞれ3.0,1.8,1.6および1.3餌殺虫力が始かった.成虫に対しては

carbaryl,lenitrothion,phosphamidon,monocrotophosおよび malathionは dimetl10ateより

も20.4,14.3,8.6,5.4および2.5倍殺虫力が故かった.FenthionのLCBOとLC90値およびdime･

thoateのLC90他以外ではすべての殺虫剤は幼虫よりも成虫に恐山力が故かった.

Ebt'lachna vfgfnEiocEoPuncLata F. and some

otherspeciesarevery seriotlSpests,Causing

immensedamagヱtObrinjal(SotanummeLongcna

L.),potato(S.tubcrosum),Dhatura(DaturasEra･

ma〃J'um),nightshade(S.nigrum)andothersolan･

ceousplantsin Indiaandabroad.Theother

speciesofEbELachna arereportedtofeedon

severalbeanvarieties(Andersen,1955)1),wheat,

maize,oats,barley (Walker,19572);Smithers,

19573)),peppers(Cabsfcumsp.)(Peterson,19561)),

cucurbits (Melamed,19561り.Koyama (1950)l)

reported 29spp.oiplants under7dillerent

familiesasfoodplantsofE.vl'gl'ntioctomaculLata

Motschulslくy.AccordingtoPukinskaya(1965)7)

E.vl'gfntL'octomacuZaEa isanimportantpestof

potatoinSovietFarEast,thatcaused50-60per

centdamageinSakhalininsomeyearsand50-

1α)percentin Maritime Provincein1960.

Rehman(1940)8)mentionedthatthegrubsconlinc

tothelowersurfaceandtheadultstotheupper

surfaceoftheleavesofbrinjalandothersolana･

ceousplants.Theadultbeetlesarereportedto

bemoreinjuriousthanthegrubsandarealso

susceptibletovariousinsecticides(Sh呈etat.,

1960†)andJotwanietat.,196210)).

hhlerhlSAndAIethod

TheeggsofE.vigJ'ntllocLo♪uncLaEawerecollec･

tedfromthebrinjalandpotatofieldsandwere

keptinlhclaboratoryformasscultureatthe

temperatureranging27土2●C andrelativehumi･

dity70±10pcrcent.Thegrubsonhatchingwere

separatedandrearedonbrinjalleavesprovided

withwatersoakedcottonattheirpetioles,to

maintainfreshnessandturgidityortheleaves.

Thegmbsinlastinstar(16-17daysoldmeasuring

about7×3mm)andadults(3-4daysold)Were

usedtoassesstherelativetoxicityofsixorgano･

phosphorusandonecarbamateinsect'lCides(Table

1),ofcommercialgrades.

Onepercentstocksolutionoleachinsecticide

waspreparedbydissolvingtheminacetoneexcept

carbarylwhichwasdissolvedinmethanol.The

stocksolutionswerekeptintherefrigeratorand

wcrcutilizedforpreparJngVariousconcerLtrations

ofeachinsecticidetofindoutmedian lethal

concentrationsandultimatelytostudytherelative

efficacy.

Oneccofindividualconcentrationwastaken

ineachpieceofpetridishes(10cm dia.)and

rotatedquicklytomakeauniform film ontlle

wallsandthebottomofthepetridishes.Tentest
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